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1．調査に至る経緯

当初に事業者から平成22年4月20日付け文書で開発計画に伴う分布調査の依頼を受理し、当該地は

遺跡包蔵の可能性が高いため試掘調査が必要な旨を回答している。このことにより、同年4月　26　日～

5月6日で試掘調査（B－1～B－4区：第5図）を実施したところ、遺物・遺構の検出により遺跡と確

認された。近隣には安富王子台遺跡や大畑（おおばたけ）遺跡・大境遺跡などが既に存在するが、単独

での遺跡範囲に止まると推定されたことから、独立した遺跡として扱うこととした（第3図）。広域に

は大境という地区名に属するが、その地点の地名から河成（こうなり）遺跡と呼称することとし、平成

22年5月6日付け益教文第32号で遺跡発見の手続きを完了している（第2図）。

同時に、事業者に対しては調査結果を送付（平成22年5月20日付け益教文第20号）して、開発行

為前の本発掘調査の必要性を伝えた上で協力をお願いし、了承して頂いた。その後、県文化財課の助言

も踏まえ、数度の協議を重ねる中で益田市教育委員会が受託の上調査を行い、遺跡に直接影響を与える

部分（建物基礎及び擁壁・石油タンク埋設部分）についてのみ調査を行うこととなり、調査終了時期は

開発着手予定の同年10月初旬を目標とすることとなった。

事業者からは平成22年7月30日付けで第93条第1項に係る埋蔵文化財の届出が提出され、市から

は平成22年8月16日付け益教文第79号で埋蔵文化財発掘調査の通知を行っている。同時に、事業者

とは平成22年8月2日付けで委託契約を締結の後、平成22年8月23日に現地調査に着手して、同年

10月13日には調査が終了することができた。

その後、島根県教育庁文化財課とは、平成22年10月8日付け益教文第108号（建物基礎部分）及び

平成22年10月14日付け益教文第117号（擁壁及び灯油タンク埋設部分）をもって遺跡の取り扱いに

係る協議を行い、事業者へは平成22年10月12日付け益教文第116号（建物基礎部分）及び平成22年

10月22日付け益教文第119号（擁壁及び灯油タンク埋設部分）をもって、調査概要書とともに遺跡の

取り扱いに係る協議結果を通知している。

なお現地説明会は行うことはできなかったが、平成23年2月21日には益田市民を対象とした市民学

習センター主催の歴史講座において調査の成果報告を行っている。

第1図　遺跡位置図
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2．遺跡の位置と歴史的な環境

（1）遺跡の位置

益田市は島根県の最西端に位置して山口県と広島県に接し、北は日本海、南は中国山地に至る山陰と

山陽を結ぶ交通の要衝地である。東に浜田市、南に津和野町と吉賀町及び広島県安芸太田町と北広島町、

西は山口県萩市田万川町に接し、島根県西部では中核都市の1つとして機能している（第1図）。市域

は、益田川・高津川の2河川によって形成された平野上に広がる市街地を中心として、平成16年11月

1日の旧美都町・旧匹見町との合併によりその規模は拡大し、現在（平成23年12月末）面積約733k

適、人口50，537人を有する都市となっている。

河成遺跡の所在する横田町は市域西側のほぼ中央部にあたり、高津川と匹見川の合流点右岸一帯に広

がる平野部に位置して、北は安富町、西は向横田町となっている。壇名の由来は出雲の横田大明神を勧

請したからとか、長い田が横に存在するからなどと云われている。

現在は西益田（行政）区のうちの横田町、安富町、梅月町、本俣賀町、左ヶ山町で構成される豊田地区

に組み込まれ、横田町は人口1，647　人、世帯数681戸（平成23年12月末時点）を数える。さらに横

田第一・第二・第三と分かれる自治会区にあって、本遣跡地は第三区に属している。また本城は立地的

に古くから洪水禍に多く晒されてきた場所であり、慶長7年（1602）から昭和18年（1943）までに18

回も及んだという記録が遣っている。

第2図　切園

（2）歴史的な環境

本遺跡の所在する豊田地区は原始～古代・中世に係る顕著な遺跡が多く存在しており、隣接する南域

の高城地区（神田町、向横田町、隅村町、白岩町、猪木谷町、薄原町）にも遺跡を散見することができ

る（第3図）。
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第3図　追跡の位置と周辺の追跡分布図

番号 遺　 跡　 名 種 別 概　　　 要 番号　　 遺　 跡　 名 種 別 概　　　 要

1 河成遺跡 20　 丸山の樫（市） 天然記念物 隅丸山八幡宮境内

2 安富（王子台）遺跡 散布地 縄文・弥生土器、石器 21　 隅村窯跡 窯跡 明治末～大正10年、昭和30年～？

3 大境遺跡 散布地 土師質土器、陶磁器 22　 向横田城跡（市） 城跡 山城、曲輪、土塁、空堀、堀切

4 大畑遺跡 集落跡 陶磁器 23　 円ケ嶽城跡 城跡 山城、曲輪

5 中小路遺跡 集落跡 弥生、古代～中世 24　 中村雪太郎窯跡 瓦窯 瓦、明治中期～昭和初期

6 羽場遺跡 集落跡 弥生前～中期、中世 25　 石橋窯跡 瓦窯 瓦、明治初期～昭和40年

7 家下遺跡 集落跡 弥生終末期、奈良・平安 26　 藤原辰之窯跡 瓦窯 瓦、時代不明

8 上野横穴 横穴 須恵器、刀剣 27　 橋 目窯跡 瓦窯 瓦、明治初期～昭和42年

9 中世横田市遺跡 その他 28　 中村六右衛門窯跡 瓦窯

10 本郷寺城跡 城跡 山城、曲輪、堀切、竪堀 29　 本田窯跡 瓦窯 瓦、陶器、昭和初期～

11 大嶽城跡 城跡 山城、曲輪、横堀、堀切 30　 藤原窯跡 瓦窯 瓦、陶器、昭和3～12年

12 鷲王子遺跡 散布地 磨製石斧 31　 白上古墳（市） 古墳 円墳、横穴式石室

13 安富城跡 城跡 山城、曲輪、堀切 32　 中島窯跡 窯跡 明治初～末期

14 奥田古墳群 古墳 積石塚円墳2基 33　 竜玉寺跡 寺院跡

15 長原屋敷跡 城館跡 34　 宮ノ廻遺跡 散布地 須恵器、土師質土器、陶器

16 奥田丸山古墳 古墳 積石塚円墳 35　 日上遺跡 散布地 石斧

17 豊田城跡 城跡 山城、曲輪 36　 日上館跡 城館跡 曲輪

18 石塔寺権現境内跡 神社跡 神社跡 37　 野田窯跡 窯跡 丸物、文政5年～明治初期

19 丸山遺跡 集落跡 土師質土器、陶磁器他 38　 吹金原窯跡 窯跡 登り窯、丸物、明治中頃～大正14年

第1表　周辺の遺跡一覧
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市内の縄文遺跡は、縄文銀座といわれる匹見町の池には淘遺跡至近の安富町の安富王子台遺跡から縄

文後期後半～晩期に至る土器が発見されて折る。また弥生時代芝は同遺跡から弥生前期土器や鴇その至

近の羽場遺跡では弥生中期土器の多数出土した環濠や士坑墓海中小路遺跡では弥生中期～後期こ係る遺

功、こ伴う単穴′、・声完、く、圭、ノーこ工な′′、了、一上∴・す工∴男容　　′　．・′・‘′ノ　　′　ノ．ノ′・㍉　こ∴′ノ

るなど、高津川中流域平野には永続した大集落の営みを窺　ことができる。

∴三時代工人モと、八六十／1．、　′、　　一、一　∵′演八・∴　．、1　　　　ハ　＼、　・

美濃郡の誕生をみるが、兆郷こ分割される　もの尭農おおの郷芸現在の西益田行政区の大部分が相当

すると考えられる。そして平安末期以降は長野産などの荘園へと推移してい　過程の中で、前述の中小

路遺跡からは官衝的要素の強い遺構群も検出されるなど地域拠点的な集落様相を窺わせるとともに、家

下達跡でも奈良～平安期に係る遺物などが多　みられている。

鎌倉以降の中世期には、益田氏や吉見氏及び諸氏の入部に従って園地にも彼らの所領支配が及ぶよう

になる。詳細は不明だが、中世期を通じてこ氏を中心とした所領の争奪が繰り広げられた地であったと

伝えられ、最終的には益田氏に帰したという。同域には安富城跡、豊田城跡、本郷寺城跡、向横田城跡

などの山城が多くみられ、彼らの残跡を偲ばせている。

なお、中小路遺跡や羽場遺跡などから出土した多くの貿易陶磁器類や石塔寺権現経塚出土の鎌倉初期

頃と推定される中国製陶製経筒　豊田神社蔵淘県指定文化財　などからは、当該期における土豪　地侍）

級勢力の存在や流通◎交易の様相淘そして仏教文化の浸透状況などを窺える好資料といえる。また、遺

跡地点の至近には太境遺跡　散布地　や大畑遺跡　集落跡　がみられ、中健から近健に係る土師質土器

や陶磁器なども確認されている。

藩制期に太ると、他所へ転封となった益田氏や吉見氏の旧領地はそれぞれ浜田藩領◎津和野藩領に再

編されることになり、本遺跡の所在する豊田地区は江戸期を通じて後者に属することとなった。なお近

代以降では、遼跡地の西～北西側に瓦窯などの窯跡が多く確認されている。

参考文献：矢富熊一郎『益田市史』昭和38年発行

矢富熊一郎ほか『益田市誌（上巻）』昭和50年発行

『日本歴史地名大系第三三巻　島根県の地名』平凡社1995年発行

沖本常吉『日原町史（上巻）』昭和39年発行

沖本常吉『津和野町史（第一巻）』昭和45年発行

石西郷土史及び税史編集委員会『石西ものがたり』租税とくらし平成10年発行
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4．遺跡の概要

（1）調査区の設定

調査対象地は、島根県益田市横田町2538番地ほかに所在し、そこは大字名「大境（一）」といわれる

うちの地名（小字名）が河成（こうなり）と呼称される場所である。内湾する高津川右岸に形成される

平野部に在して、山裾を北西一南東方向に貫通する国道9号線沿いに立地する。指呼範囲には南側に県立

養護学校が存在し、そこは周知遺跡の大畑（おおばたけ）遺跡であり、また西側には大境（おおざかい）

遺跡、そして北側には安富（王子台）遺跡といった3遺跡に囲まれた水田地で、現地表面標高は13．440

m～13．550mを測っている（第3・4図、図版1－1・－2）。

調査区については、道路沿いの擁壁部分を1区、灯油タンク部分を2区、建物施工基礎部分は北端か

ら時計回りに3区～30区として設定し、重機での表土除去後に手作業で掘削及び精査を行った。また各

調査区の形状は、1区は幅1．2mX長さ約76．0mのトレンチ状、2区は約8．3mX約14．0mの方形状、

3区～30区は1辺0．8m～2．2mを測る方形状を呈し、最終調査面積は358．08Iがとなっている（第5図）。

なお検出遺構は、柱穴状（P）のもの29基、土坑状（SK）のもの22基、溝状（SD）のもの2基、

特殊（不明）なもの（SX）2基が確認されている。以降、調査区ごとに詳述することとする。

第4図　開発地点及び遺跡位置図

（2）1区の調査状況

本区は水路・電柱や土地境界標石などの分断地点を境に、北側から北半部・中央部・南半部と分名し

ている。土層・遺構状況は第6図のとおりで、遺物は北半部に集中して近世以降の陶磁器類（第15図

33・34・36）がみられるといった状況であった。但し、古代に係る須恵器（第14図10）なども中には

散見できる状況であった。東側には水路（溝）が敷設されるが、築造時の青灰色系粘土（A－1～－4）や

補強用の小礫などが水路下に沿って全長的にみられるとともに、4層（田圃等床面）とした淡赤褐色土

は中央部から南半部にかけてはやや脆い淡黄灰色粘土へと変質して厚く堆積していく状況が窺われた

（図版7－5～－6・8－1～－2）。

また北半部には4層上面にB層が確認されて、この上位面からは唯一の遺構となる石列の検出（3－

1）とともに、南端域には池底と推定される土層（C～E層）も確認されている（図版7－4）。
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全体的に道路や水路造成等の開発行為の影響が考えられる中で、唯一北半部は住居等の可能性を推測

できるものである。層位状況から5層以前の構築と考えられる石列は、建物の境界もしくは礎石的なも

のとも推測されるが性格は不詳であり、共伴する遣物からは近世以降のものとして扱っている。

第5園　調査区配置図

（3）2区の調査状況

本区の土層・遺構状況は第7図のとおりであるが、図示はしていないものの3層上位面からは溝状遺

構（SDOl）が検出されている（図版1－4・3－5、第14図23）。4層までが耕作に伴う土層と捉えら

れることから、新しい時期の可耕痕として扱っている一方、同層下位面からは東壁沿いにSK14（図版

7＿1）が確認されて、恐らくは紙漉き等に関わるコガの設置痕と推測される時期の新しいもの。

出土遺物は2～4層までで近世以降の国産陶磁器類（第14図19）が主体となるが、中には土師質土

器（第14図17）や土錘（第16図41・42）、瓦質土器（第14図11）、須恵器（第15図31）なども散

見できる。

層位的には4層及び5層上位面に土師質土器（第14図16）・貿易陶磁器類などの中世遺物を中心に

出土することから、4層下位面～5層上位面を中世期のものとして位置付けており（図版7－7・8－3）、

後述する3～30区の層序にほぼ共通するものである。とくに北端トレンチ西壁の5層上位面では、青磁

（第14図3）や国産陶器の樗鉢とともに鍛冶関連の羽口（第16図49：北側には鍛冶屋という地名も

遣る）なども確認されている。

5層中位面からは南端域に集中してPやSKが10基余り検出されている。遺構陥人士（D）は焼土

や炭化物を多く含んで、土師器・土錘などを中心とした中世遣物を伴うものがほとんどであり、坑径は

SK19（図版5－6）の約0．8mを除く0．3～0．6m、深さは0．2～0．4mを測るものが大半を占めている。

恐らくは当該期に係る建物関連跡と推定できるが、本来の構築面はさらに上位にあったものと考えられ

－6－
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側こ向か肇等患昇する傾向が窺われ淘　また同感芸格れも含まれることから海商西域は当時芸隠微高地を

豊し海南もし馴ま南東方向からの氾濫　濁流　が繰　返された可能性も推測として窺えるものであ肇た農

摘出　瓶蟻区の調査状況

素謡調査区は建物義礎範囲の南東端部芸位置』淘　圭層轟遺構の溺愛状況ほ第お園の髪お　であ　淘　基

本的な層序ほ　翁望区とほぼ索道のものである。機区の調査状況　鑑み苦海　惑層以署隠河床芸伴　感泣

と判断されたため芸調査は本層習膿め竃障る。

出土遣物は磯層　関圃床面　までで近畿以降を主体髪するもの淘　5層中位薗までで中健を主格とする

ものを芸分かれ淘　前者は国産陶磁器が多　淘　後者は土師質土器が東平を責め等障る状況響あ肇た9

検出きれる遺構は裁き竃慧期芸分かれ等お　淘　趨層漉位及び署泣面から変玩腐漉位～中位薗芸それぞ

れ確認きれて折る。　珍慧匪及び地区の状況髪比較し苦海　凡そ磯層は近健以降淘　5腰上泣面は中健の構

築と想定される中で淘　まず臓区の魂腰帯泣面芸＄泥配車鵬の望義　図版　蛸5　淘摘匿の間層五位薗芸

㌘錮◎臓の望遊歴S泥臓珍臓の慧嘉　図版　鋤離淘　臓区の間層漉泣面芸㌘鋸の　基数議院鵬の　蓋

図版　帯　がそれぞれ確認きれ等障る　図版詔醜厳⑳臓　淘　図版魂痢招。玩径は㌘が　の　罰泡前後海　＄箆が

き　瓶か　狐淘　深蓮隠　せ　～ぞ　狐を茂るものが太宰習あ　鴇　陥澱圭　鬼譲　は暗灰褐色圭を豊』で淘　灰味が

強　海　親機物恐焼圭を少量蔑むものであ肇た。

また発酵する遺物もみられ淘　臓匪◎慧鑑鋸の唐津廃の揺鉾　第蟻掬罰　などの近健以降芸係る国

産陶磁器索が多齢中海　蟻区の慧監鵬　図版　幽霊　や㌘削　第摘園臓昏摘譲　から隠士師質土器などが

確認され竃障る。

なお臓区の遺構繚出面ほ署位である芸歴から中健の構築芝係る可能性をもヂヨ髪も考えられ淘　その際

芸は薬摩する近餞遺物ほ混糸〆たもの腰椎測選れる9　そ』等蟻匿の潟泥鵬からほ多　の土師鷺土器が

ノ

一方5層では海　臓区の閣層中位薗芝野臓瓶蟻の趨遺髪慧泥蟻の　義　図版5拙欝車齢郎鞠　摘匿の

閣層五枚薗芝野蟻の　蓋　図版5贈霧　がそれぞれ検出され竃折る。坑饅揺㌘が随　～漁　況㌔　＄泥が　滅

痕酪換言深蓮は臥距魂鵬mを測軋　綿糸圭隠兇変類似』竃暗線溺強環海　旗楼廃車廃土を妙義常勤もの習

ありた　藍図版8昭魂珍痍翫つ胤欄鏡

このよ狛芸近健以降診率健芸係る遺構窃遺物の検出から隠淘　当該期芸お締る建物等の痕跡髪みられ淘

集落的な様相を窺　芸歴ができた　以降海　路。

摘栂　勒摘区の調査状況

本魂調査区隠建物基礎範囲の南端部芸位置』海　士層尊遺構の調査状況は第　図の藍お　である憑避寒

的層序及び鋸削状況ほ淘　臓匿を除き前述匪起業通ずるもの習あるe

出土遺物は慧～魂層　醗酵床面　まで習返健以降を主体とずるもの　第摘繍霧の第蟻図深　海　5

層中位面まで習中健を主体とずるもの藍芸分かれ海臓匪以外隠齢ずれも少量習あ　淘前者ほ国産陶磁器淘

後者ほ土師質土器が充革を占め等折る状況習あ肇た。

臓区ほ謂層が分属』等磯層が摩　淘玩層芸東亜の閏磯が充填』等撹乱ずる意が池区藍様相を巣差し等

折る。擾述する都区と薬通ずる部分も多　淘　恐ら馴豊芸の限られた範囲にお齢等淘　少な　でも3度の

‥　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　∴モー．　ぺ　　　ノ．　　　　　　　　　・・．ノ

′′　．し′・二一　一　　一　　　　　　′／・　′．、　　　、1．′　　ノ　　　　　　′　　　　　　　　　，　　　　′′′　　　′′・

二ら　こ．又ふ扶∴ノ　′　ノ　ニ：ノ＿′・、、、ノ言∴　∴、　′．／－　∴さ　　、j′　∴．　ノ＿）′ノ　ノ，、′＿　∴′∴言上　ノ∴

図版2細目、柑区は4層上位面から㌘掴⑳随の2基とSK臓の　基　図版2測2、臓区は㌘臓の

－　9　－



13区4層下位面 13区5層中位面
A．暗灰褐色土（灰味が強く、炭化物・焼土を少量含む。）

B．黄灰褐色土（焼土と思われる黄褐色ブロックを多く含む。）

は7。。m　14区4層上位面

15区4層上位面

14区5屑上位面

14区西壁
1．灰色土（耕土層）　　　2．淡灰色土（保水層で、ややしまる。）

患虹　15区北壁 5区東壁　　　二

3．淡橙灰色土（2・4層の混合土。かたくしまる。）

4．赤褐色土（床面土で遺構検出面。マンガン多く含浸し、かたくしまる。）

5．灰褐色土（マンガン多く含み、灰色砂質土と混在して斑状を呈する。

炭化物・焼土を含み、中位面からは遺構を検出。）
0

第8図　土層・遺構状況図（3）

－10－
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17区北壁

16区西壁

17区東壁

18区西壁

t2．600rrl

19区西壁

1．灰色土（耕土層）　　　　2．淡灰色土（保水層で、ややしまる。）

3．淡橙灰色土（2・4層の混合土。かたくしまる。）

3－A．同上（黄橙色ブロックを部分的に含む。）

3－B．同上（赤褐色マンガンをやや多く含む。）

4．赤褐色土（床面土で遺構検出面。マンガン多く含浸し、

かたくしまる。）

5．灰褐色土（マンガン多く含み、灰色砂質土と混在して斑状を呈して、

炭化物・焼土を含む。19区は10～15cm大の円礫を多く

含み、0．5～2．0cm大の小磯が充填する。）

6．赤褐色（砂）土（砂質系で、マンガンが多く含浸する。）

7．暗黄灰色砂土（河床砂層）

0

第9図　土層・遺構状況図（4）
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温基（図版2－3）がそれぞれ確認されている。坑径はPがの誹m前後、SKが086～0。7m、深さは私1

～説教Ⅲを測って、Pは浅めのものが多かった（図版4…2～－5儲1主恩～一郎。なお19区の2の3つB◎

魂層からは国産陶磁器類や瓦が多　出土している　第蟻図霊。

摘）舗～霊区の調査状況

′＼草堂五　二桂一敦子」．．主上予′′・・′　十，二　　・、　－・：′、こ′、′．′∴　ノl　　、．．一、．1

ノ′！／∴′詳′、、ノ）工ノミ予浩′∵八㌧、・・／、・二、′、六　一　二‾＼・ノ　ー　∵　一ム　、、∴　∴　　．くメ　　′＼′・′　　．

区の3層とも類似する撹乱層で遺物を多　含む士層となる。また謝区は全調査区中で最も出土遺物の

多い区でもある。

志功つ二　F、〔・∴子／ノ＼．＿、　ニ　、　．・、‘　′　　∴′　一　　　一　．、Y、　　′　　　　′ノ

ものとに分かれ、前者は国産陶磁器が多、後者は土師質土器が尭半を占めて折る状況であるが、謝

ン∴∴つし　て一∴　　上・・′≡l二十7、了　∴了：冬∴）－、㍉∵二㌦．－　′　∴r．．＿、′1、三　、．′、′∵、二．二　′、∴　：、く　二・一＿・

′：・二言　二三㍉言、工　′′工　芸一日∴　∴′い：二　、・日一二∴　ニ′、声昌二再！∴二　㌦・∴　′．′、　ニ・／．、

（告一（－1こ、　∴∴二、、．∵－・言　’、一一′；′　㍉′ノ∴、、・‾、÷∵？∴‘′・ニ∴ゾ了、こ　　　：．′　′　乳

′ム∴言予詰　＿　ハ∴て　て・ノ′ふ、′J　、こ∴「、　ノ′1．′＿－．㌦、′．∴∴′二二　・′　　　　′　　上′′　千言千二㌦∴′、　′、

ノ　・∴メ、ノ∴＿　一∴　一二　㌦二三一・こ　一　六ノウ、　′、‘′　一　二‾l　十了仁式．∵工‘了、∴．′ノ　　　　　　’′　ノ　′′ノ　′

ご・、、′予、・、．′　‥　ノニー′十、　′言J告′・∴了二！　一ノ′ノ′了「∴∴∵．′l、‾笑、′宍∴：、′∴′′∴、省　一．′一　′：、＼く

∴／　－．ニ∴

j㍉二言∴こ、、∴　′′・ノ告・ト．　1‥二．．∴　′　∴ヘノ、F，・万∴′、二一しこ∴　）／一ン・ノ′，二言　一　一一・′、　－

∴　言′′工、一：∴　三ノ　　′ノ・／ノー∴＞て・‥′）′　′（′一．．二†つ∴圭し　＼二、∴‥′ソ′、、一　ノ′「・．1一！）

はいずれも暗灰褐色を呈して灰嫁が強　淘炭化物◎焼圭を少量含むものでありた。

∴′零工、∴∴、∴∴ノー1、∴：；、ニ∴、一　一′、二．、）÷′三′一ノンら当午　ノーネ二二　二コ・：、′・、′′′′∴二二一′、i二・二

、ゝ‡ほ：シ′、ノニパ、・′、なリノ‘‘ノし、（’′言、あっ7一、了吊、ノ．！：′ニ　了二二ノ∴三言骨柄打つ∵十一、ノ＼十て、、r声ノ′C．′バ、∴‘・′′了二

共伴遣物としてはCの白磁碗　第摘図のや　Cの土師器の高郷　第蟻図堀の図版6諸　なども確

認されている（図版9戒温～淋2）。

（7）23～25区の調査状況

本3調査区は建物基礎範囲の酋端部に位置し、士層◎遺構の調査状況は第且且図のとおりであり、基

本的層序及び鋸削状況は前述区と共通するものである。

出土遺物は4層（田圃床面）までで近世以降を主体とするもの、5層中位面までで中世を主体とする

ものとに分けられるが、前者は国産陶磁器類に加え、後者にみられる土師質土器◎貿易陶磁器類（第且4

図5◎9）も比較的出土する傾向を看取でき、また後者には古代の土師器（第蟻図　の　も検出される
1－

など、後世においての中世構築面の削平◎破壊に伴う混在と推測されるものであった。

検出遺構は大きく2期に分かれており、4層上位～中位面からと5層中位面にそれぞれ確認されてい

る。他区と共通して凡そ4層は近世以降、5層上位面は中世の構築と想定される中で、本城においては

出土遣物の状況からは近世◎中世の区分けの困難な場所でもある。

まず23区の4層中位面からはSK評の1基（図版2－5）、同区の5層中位面からはP鍋の且基とS

K且8の且基（図版6－3）がみられるが、後者はSK紺の坑底の遼存部分として扱うべきものかもしれ

ない。また24区の5層中位面にはP21のl某（図版6「4）、25区の4層上位面にはSK06の1基（図

版2－6）がそれぞれ確認されている（図版4－7～－8◎図版9－3～－4◎図版虹6）。

北側に向かうにしたがい遺構は疎となる様相を看取できるが、坑径はPの0．2～餌m、SKは0．4～

1．0m、深さは0．1～0．3mを測るものであり、遺構内には23区のPQ7－2に伴う青磁碗（第14図208）

のように中世遺物も確認できる。

なお層位的には、25区をみると北側に向かうにしたがい、5層は薄層となる反面、6層（河床礫層）
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『
P0、5

＿⊥．．20区4－A層上位面
1．灰色土（耕土層）　2．淡灰色土（保水層で、ややしまる。）

3．淡橙灰色土（2・4層の混合土。かたくしまる。但し20区では黄褐色を呈して、真砂土がブロック状に陥入する。）

㊤

SK 16

SK17

喝謬
P 18

P 19

22区5層中位面　慾懇望翌

A．暗灰褐色土（灰味が強く、炭化物・焼土を少量含む。）

22区東壁　　　　」二⊥

4．赤褐色土（床面土で遺構検出面。マンガン多く含浸し、かたくしまる。）

4－A．淡灰褐色土（撹乱層で灰味強く、マンガン多く含浸する。近世以降の遺物を多く含む。）

5．灰褐色土（マンガン多く含み、灰色砂質土と混在して斑状を呈する。炭化物・焼土を含み、

上～中位面からは遺構を検札下位は暗黄灰色砂土へと変化する。）

第10図　土層・遺構状況園（5）
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㊥

」　　23区4屑中位面
1．灰色土（耕土層）　　　　2．淡灰色土（保水層で、ややしまる。）

3．淡橙灰色土（2・4層の混合土。かたくしまる。）

＠2－

24区5層中位面

4・赤褐色土（床面土で遺構検出瓦マンガン多く含浸し、かたくしまる。）

24区北壁

25区4層上位面

24区東壁
5・灰褐色土（マンガン多く含み、灰色砂質土と混在して斑状を呈する。炭化物・焼土

を含み、上～中位面からは遺構を検札下位は暗黄灰色砂土へと変化する。）
1

2
3＿．．＿＿．．．．．．．．．一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＿．′

m　 ◎ 義 盛 ！羊
。■ 4

与　 ●
よ J 盲 i 卜 J 車 一 一

25区南壁

＆茶灰色小礫土（河床礫層。15cm～人頭大の円礫を多く含み、05～aOcm大の小磯が充填する。）

九時灰褐色土（灰味が強く、炭化物・焼土を少量含む。）

0
1　　．　　．　　．

第11図　土層・遺構状況図（6）
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の位置が上昇する傾向が窺えるものであった。

摘）舗～邦区の調査状況

本3調査区は建物基礎範囲の北西端部に位置し、士層の遺構の調査状況は第は図のとお　であり、

基本的層序及び鍵削状況は前述区と共通するものである。

出土遺物は遠層　田園床面　までで近健以降を主体とするもの、5層中位面までで中世を主体とする

ものとに分けられるが、前者は国産陶磁器類　第蟻園部◎調　魯鉄器　第摘図解、後者は土師質土

器　第摘図は怨図版3錮趨　魯貿易陶磁器類　第摘図都　も散見できる状況を看取でき、中でも朝鮮王

朝陶器碗　第蟻図灘　の検出は珍し齢といえ鴇市内では中須西原の東原遺跡に多くをみることができ

る。また5層面に中健遺物（土師質土器等∋　が検出される北限は28区となる（図版6幽8砂温風棚8）。

検出遺構は大きく2期こ分かれてお、磯層上位～中位面からと5層中位面にそれぞれ確認されてい

る。他区と共通して凡そ魂層は近健以降、5層上位面は中世の構築と想定される中で、4層からは罰

恒′‾〕日雇；一㌦っri十、二：運、二；信㍉十八喜一三言てこ三の、工　㌧　言　の　基（悼毒　’つ　が、フ！′区の同層十村

面にはP鼠　の　基とSK臓の　基　図版2鯛8）がそれぞれ確認されている（図版5劇且～翰2の温且聯7）。

また5層からは、都区の同層中位面からSK霊の　基とSX鋸　の不明遺構且基（図版6璃5）が確

認されている（図版9鯖5）。

坑径はPの。蟻～8　m、SKは。～の　Ⅲ淘　SXはⅢ的前後、深さは。～。罰Ⅲを測るものであ

り、共伴遺物として那区のSK臓検出最上面に肥前系陶器杯（第摘図　射　と銅碗片　第蟻図儲◎

図版5－4：仏具か）が、また坑内には青磁血（第摘図6）が確認されている。

なお層位的に、罰◎邦　区には5層以下は大小の閏礫を多く含み、河川の影響を強く受けた様相を窺

うことができた。

（9）その他の調査状況

。本文では3区～臓区及び調窃渕区建物基礎部分の北端～東端部中位置範囲）を採り上げるもので、

士層◎遺構の調査状況は第臓図のとおりで前述区とほぼ共通し、遺構は未検出の区域となる（図版9鰯

6～・8　C二ニーで～　ウ　ノ二五　二一＼ノ　2）。

このうち西側の5区と温温区には、嶺層以下に撹乱を呈して大小の閏礫が充填するともに、北端の29

区も同層位にやや大型の閂礫が多くみられる様相が窺われる。このことより、東側もしくは南東側から

北西側もしくは北側に向けて、5層の構築時期もしくはそれ以前に、洪水等の河川による大きな影響を

受けたものと想定している。

なお、中世以降も洪水等は多分にあったはずであり、遺構が未検出のために断定はできないが、2区

の南西域から臓区～汐区範囲までに集落の展開を仮定すれば、洪水により集落を分断された可能性も

否定はできないものと推測している。
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P l l

S K 13

27区4層中位面

26区4層上位面

27区西壁

1．灰色土（耕土層）

2．淡灰色土（保水層で、ややしまる。）

3．淡橙灰色土（2・4層の混合土。かたくしまる。）

4．赤褐色土（床面土で遺構検出面。マンガン多く含浸し、

かたくしまる。）

5．灰褐色土（マンガン多く含み、灰色砂質土と混在して斑状を

呈する。炭化物・焼土を含み、上～中位面からは遺構を検出。）

6．茶灰色（上半）～黄灰色（下半）砂土（河床砂層）

7．茶灰色小礫土（河床礫層。15cm～人頭大の円礫を多く含み、

0．5～2．0cm大の小礫が充填する。）

A．暗灰褐色土（灰味が強く、炭化物・焼土を少量含む。）

13、700m

26区東壁

28区南壁

第12図　土層・遺構状況図（7）
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は708m

鼠
二ュ」　6区両壁　　　　6区西壁　⊥⊥＿

j義ヨ鼠
⊥　7区北壁　　　7区東壁　」」

」己＝コ
慰迦8区南壁　　8区西壁

3区東壁

4区南壁
6！茶灰色～貴灰色砂礫土（河床砂礫層。

さきlh tr

6．啓詩予観
も′l　も＋l♂

は7001n

l．灰色土（耕土層）

2．淡灰色土（保水層で、ややしまる。）

3．淡橙灰色土（2・4層の混合土。かたくしまる。）

4．赤褐色土（床面土で遺構検出面。マンガン多く

含浸し、かたくしまる。）

l∴h州111

5．灰褐色土（マンガン多く含み、灰色砂質土と混在

して斑状を呈して、炭化物・焼土を含む。29区は

10～15cm大の円礫を多く含み、0．5～2．0cm大

134708mの小礫が充填する0）　　　　　　退避迦

適1遠尋。、2。。m
迫竺迩　9区北壁　　　9区東壁　退色

鼠

4区西壁　　　　　土建迩
5～20cm大の円礫を多く含み、1．0～3．0cm

5砂　4′　事

、！一骨plj二．
1

．ヽ　●　℡●
ヽき　●▼●

11■●

迫懇迩7．暗黄茶灰色小礫土（河床礫層。15。m～人頭大の円礫を多く含み、0．5～2．0。m大の小磯が充填する。）

13・200m

13．700m

：忘芸7
30区東壁　　　迫迎　3．0～5．0cm大の円礫

第13図　土層・遺構状況図（8）
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一　上「二遣．乾

拍　はじめに

本発掘調査では、基本的に士層ごとに遺物を一括して採り上げているが、特徴的なものについては野

の番号を附して元位置記録法に従りた採り上げを行っている。

出土遺物の総数は約痛　点を数えている。内訳は土師器の測　点　約舶％）が最多であり、次いで

陶磁器類が測　点　約詣％）を占め、うち貿易陶磁器類は温割程度が確認されている。そして金属類

墟点　約7％）、瓦類謂点　約魂％）と続き、ここまでで全体の9割以上を占めており、この他に士

錘、須恵器、羽口（鍛冶関連遣物）などが僅かに散見できる。

遺物の構成時期は上層と下層からのものに大別される。上層（2層～4層上位面）か．らは中世期の土

師器を含む地点もみられるが、主体的には近世以降の陶磁器類が大半を占め、また下層（4層下位面～

5層中位面）からは古代のものも僅かに含み、主体的には中世期の土師器が大半を占める状況であった。

以下、特徴的な資料を中心にみていくこととしたい。

（2）実測遺物

且～鋸ま中世前期を主体とする貿易陶磁器で、いずれも胎士は緻密であり、鼠◎7は白磁、それ以外

は青磁となる。このうち温～3◎9は椀で、それ以外は皿である（第且4図⑳第2表。　は別区のS

X3に共伴するもので、軸調は薄灰オリーブ色を呈し、白磁碗Ⅳ類に比定される且2Cのもの。体部は逆

「ハ」字状に開き、玉線状の日録部へと続く。2は23区のSK酢2に共伴するもので、粕調はオリ如

ブ灰色を呈し、且～臓Cと推定される龍泉窯系青磁碗である。体部憎内湾気味に大きく開き言内面の底

と体部の境に段を有し、外面には蓮弁文がみられる。3は龍泉窯系青磁碗‡類で軸調はオリーブ灰色を

呈し、2区トレンチの5層上部に出土したもの。低い高台をもち、底部から体部へは強く湾曲して移行

する。内面の底部と体部の境に圏線、単文を有する。

4～6は軸調がオリャブ灰色を呈する同安窯系青磁皿で、うち4と5は亙類に比定される且2Cのもの。

射ま28区の4層下面から出土したもので、底部と体部境は屈折して、体部は逆「ハ」字状に開いてい

る。日録端部はごく僅かに内儀して尖り、また内面の底と体部境に段を有する。5は24区の2層上面

から出土したもので、体部から日録部は外反気味に大きく開き、内面の底と体部境に段をつくる。また

外面の日録端部付近に強い回転痕がみられる。6は㌘区のSK温3から出土し、体部は内湾気味に立ち

上がり、丸くおさめる日録部へと続く。内面の底と体部境に段をつくり、外面にはタテのハケ目がみら

れる。

7は白磁皿と考えられるもので、2の区の2～3層から出土したもの。ゆるく内湾して立ち上がり、口

綾部はほぼ直立する。軸調は灰白色を呈し、中世前半と推定されるもの。8は23区のSK郡上2に共伴

するもので、軸調は灰オリーブ色を呈する且2Cの龍泉窯系青磁皿亙類である。体部から日録部にかけて

外傾して開き、内面の底と体部境に段を有する。24区の2層上面から出土した9は、軸調は灰白色を呈

する同安窯系のもので、底部から体部へは内湾気味に逆「ハ」字状に開き、高台は逆台形を呈する。外

面には放射状にクシ状文、内面には圏線がみられる。

且のは須恵器の壷である。1区の2～3層から出土したもので、胎土は灰色を呈し、内外面ともにナデ

を呈する。口綾部は逆「ハ」字状に開き、ナナメ上下に拡張する日録部へと続いている。Ⅲは画質土器

の播鉢で、2区の3層上面から出土したもの。体上部は逆「ハ」字状に大きく開き、肥厚した平坦面を

もつ日録部へと続く。平坦面には四線をもち、また内外面にはナデを呈して、外面に5条以上のスリ目

がみられる。色調は灰褐色を呈し、防長系で中世後半のものと考えられる。

12～14工6317は中世の土師質土器で胎上は密、また12（図版6－8）は皿、13clヰ（図版3u2）

は杯、16は鉢、17は把手で色調は17の灰白色以外は淡責橙色を呈する。

このうち28区のPの且に共伴する且2の底部◎体部の境稜は浅くしぼり、内湾して大きく体部が開く。
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また日録部は強く内湾し、外面底部には回転系切　痕、体部には回転ナデが認められる。臓は蟻区㌘鋸

に共律するもので平底であり、底と体部境に稜をつくる。内外面に回転ナデが施され、外面底部には回

転糸切り痕がみられる。また　射ま同地点出土の同形態のものとなる。蟻は2区の5層出土で、体下部

はやや内湾気味に大きく開きながら立ち上がる。内外面はパケ目とともに、外面にはミガキ◎ナデが施

される。また膵は同区の2層に出土し淘　先端の欠けた牛角状の把手であり、内面にナデ＼外層龍ハケ

目が認められる。

温5は瓦質土器の壷で、翻区の㌘鵬に共伴するもの。頚部は「ハ」字状に立ち上がり、日録部は「く」

字状に屈折する。口縁端部は肥厚して、頚部と体部境に幅広い突帯を巡らし、また内外面とも回転ナデ

を施している。色調は黒灰色を呈する。

且8～割は磁器の碗で、温8ほ2の区の3層、且9は2区の2層上面、劉（図版3－3主は都区の㌘鵬か

らの出土品となる。且8は体部から口綾部へ逆「ハ」字状に開き、和渕纏青白色、胎土は乳白色を呈する。

外面には逆「L」字状の線文及び内面には日録部に2条の平行線文を施す。陶胎染付の臓は、体上部が

逆「ハ」字状に開き丸くおさまる口縁部へと続くもので、胎土は灰白色で軸調は明灰オリーブ色を呈す

る。2のの高台は高く僅かに内傾する。底と体部の境は強く内湾し、体部は直立して小さく外傾する。ま

た内面には胎土日をもち、圏線及び中央に草文を施す。胎土は乳白色で軸詞は青白色を呈し、時期は温8

Cのものと推定される。

2～器は肥前系陶器の皿及び碗（輝含む）であり、胎土は灰色を呈している（第且5図の第2表）。

2こし22は2〇区の2ヘノ3層、23は2区のS：〕〇二」－3、堰（図版5－4）は27区のSK13P02、2bは二7区

の2層上面、26は欝区の2層上面から出土している。このうち別は軸調が灰オリーブ色を呈し、体

部は内湾して立ち上がり、日録部はごく僅かに内儀しているもの。22は青磁碗で、僅かに内傾気味に逆

「ハ」字状に開くもの。2　は膵Cの皿で、体部は短く内湾して立ち上がり、丸くおさめる口線部へと

続いている。また別は軸調が明茶褐色を呈する塔である。底部はレンズ状に小さく膨らみ、体部はほ

ぼ直角に折れて移行する。さらに体部から日録部へは直立し、内外面とも回転ナデが施され、江戸期の

ものと推定される。25は内面に胎土日を有する青磁碗で、底と体部の境はゆるく内湾する。26は向付

皿で、紬調は灰オリーブ色を呈する。体部から口縁部は内湾して立ち上がり、端部は波状の捻りを呈し

ている。

27～29は国産陶器の碗で、27◎28は劉区の2層上面、29は27区の2層上面から出土している。

27の高台はやや低く、断面は逆台形を呈する。底と体部の境に稜をつくり、体部は逆「ハ」字状に開い

ている。軸調は黄土色で、外面には回転ナデを施して底部は無軸、内面には胎土日がみられる。28の軸

詞は灰白色で、外面には回転ナデを施し、体部はゆるく内湾して開いて、口線部は玉線状を呈する。29

の体部から目線部は内湾気味に逆「ハ」字状に大きく開き、端部は内面を抑え片刃状に仕上げている。

軸詞は灰オリーブ色を呈し、内面には員土日がみられる。

3鋸ま27区の5層Pの3から出土した朝鮮王朝の雄和陶器碗である。重厚な碗底部を呈し、高台内には

削り出しが施される。二次的被熱がみられ、施軸は高台内までみられる。胎士は密で浅黄橙色、外面の

軸調は（青）灰色、内面は灰白色を呈するもの。別は2区の2層から出土した須恵器の鉢である。中世

のものと推定されるが、内外面にナデを施し、風化が著しく、玉線状の口綾部を有する。

32～朝『ま国産陶磁器で、このうち33◎3射ま磁器となる。3　は摘区の3層Pの且から出土した蓋、

33は鼠区中央部◎5層上面からの徳利、34◎36は1区北半部◎2～3層からの鉢、35は都区魯2～

3層からの鉢、37（図版5－3）は温6区のSKの4からの揺鉢、3＄は2の区の2層上面からの揺鉢、罰は

且3区のS矧狙からの揺鉢、郷は舗区⑳2層上面からの半胴である。

32は大き目の乳頭状のつまみをもち∴天井から体部裾端部へは湾曲気味になだらかに下降する。身受

け部は高く直立する。内外面とも回転ナデを施し、軸詞は茶褐色で内面は無軸となる鼠9Cのもの。33

は伊万里焼で、体部は逆「ハ」字状に開き、内面に巾広の溝がみられる。外面には施文とともに∴触詞

は青白色、内面は灰白色、胎土は灰白色を呈し、且8Cのものと推定される。34の軸調は内外面とも灰

－20－
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黄色（オリーブ黄色）を呈し、産地等は不明であるもの。底部から体部は内湾気味に逆「ハ」字状に開

き、口縁部はさらに外反する。35の体部は逆「ハ」字状に開き、口縁部は「T」字状に左右に肥厚・拡

大するもの。内面にはロクロ目がはっきりと残り、粕調は浅黄色、胎土は灰白色を呈して、19Cのもの

と推定される。36の体部は逆「ハ」字状に開きながら立ち上がり、高台部は巾広く、内面には重ね焼跡

が残る。胎土は褐灰色、軸調はオリーブ灰色を呈する。

37は須佐焼の高台付播鉢で、18Cのもの。体部は逆「ハ」字状に開き、外面はサビ粕が施和されて

ナデを呈し、内面はスリ目が11条以上みられる。胎土は浅黄橙色、軸調は内外面とも黄褐色を呈する。

38の粕調は褐色を呈し、体部は逆「ハ」字状に開いて、口縁部は外債・肥厚する。江戸中期（18C）

のものと推定される。39は唐津焼の揺鉢で平底であり、体部は逆「ハ」字状に開き、口縁端部は左右に

肥厚・拡大するもの。平底面には回転糸切り痕がみられ、内面には8条1単位のスリ目が施される。色

調は黄橙色を呈する17C前半～中頃のもの。40は半胴（大喪）の体上部（肩部）で、形態は内傾・内

湾する。外面は低い2段の突帯に「RL」の太い凹線を等間隔で施し、内面はパケ、回転ナデ、指ナデ痕

がみられる。胎土はにぷい黄橙色で、外面の粕調はオリーブ灰色、内面は灰黄褐色を呈し、近世～近代

◎
［

田

ガ

⊂コ

第16図　出土遺物実測図（3）
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（且9C）のものと推定される（第温6図◎第2表）。

姐◎42は2区の2～3層上面出土の管状土錘（土師器）であり、前者は中央がやや膨らみ、長さ3。5

cm、後者は長さ。emを測っている。色調は劇は淡黄褐色、媚は淡黄橙色を呈して、いずれも焼

成は良好な中世期のもの。媚は陶製の漁網錘であり∴太い棒形を呈する。色調は黒褐色を呈し言軸は網

孔内までかかる摘Cのもの。

魂射ま23区啓5層中位面から出土した土師器の輝である。形態は盤形を呈し、底部は丸嫁をもって内

湾しつつ体部に移行する。打線部は小さく外傾して開きも　また内外儲漣もナデのハケ調整がみられる。

色調は赤褐色を呈して、時期は古墳時代中期　摘C　のものと推定される。茄は別区◎　Ⅹ鵬に共律

する土師器の高郷である。輝下部は　ハ　字状に大き　関　のちにやや屈曲し、逆　ハ」字状に開きな

がら立ち上がり、外反する打線部鵜と続く。内外面ともナデのミガキが施されるとともに、外面はハケの

指頭痕もみられる。色調は明黄褐色を豊し、古墳時代中期　摘C　のものと推定される。

46（図版5一郎　は汐区◎SK臓浮酌に共律する銅碗と推測されるもの。日録部は小さく肥厚し、頚

部に沈線をもつ。体部はゆるく内湾し、色調は灰オリ如ブ色を呈して部分的に緑青が付着する。また二

次的な穿孔をもち、外面には療病がみられる。

媚は欝区◎3層患面から出土した錆の付着する鉄器で、刀子と推定されるもの。媚は都区の2層

上面から出土した銑浮で淘鍛冶に伴　小型のものである。鯛は慧区の5層上面から出土した小鍛冶に係

る羽目である。スサ等の混入はな、孔径は約。監Ⅲを測りている。

なお土器ぬ陶磁器の分類及び編年等については、下記文献を参考としている。

参考文献：島根県教育委員会謝紺　浜寄窃地方遺跡　…Hの拍靭　迅の　りの　E各区の調査一

島根県教育委員会摘懲　石見空港建設予定地内遺跡　埋蔵文化財発掘調査報告』

島根県教育委員会1995『埋蔵文化財発掘調査報告書I』

（鹿伏山。半田浜西。二宮C遺跡・久本奥窯跡）

山陰考古学研究集会『山陰における中世前期の貿易陶磁器』1998年8月

中世土器研究会『概説　中世の土器e陶磁器』1995年12月　真陽社

大庭康時・佐伯弘次ほか『中世都市。博多を掘る』2008年3月　海鳥社

江戸遺跡研究会2001『江戸考古学研究事典』柏書房

島根県教育庁埋蔵文化調査センター鍋肌　石見焼関連遺跡調査‡』
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5．小　　結

本遺跡は高津川中流域右岸の山地寄りに立地し、蛇行する河川によりて形成された平野部に位置して

いる。周辺には周知遺跡も多く、中小路遺跡の羽場遺跡魯安富操子台ラ遺跡㊨家下遺跡などは原始浴

古代～中世に係る顕著な遺跡として注目されるものである。

このよ　に遺跡に囲まれた本地点域は音来からの生活好地であ　淘齢わゆる要地もし　はそれこ準ず

る場所でありたと推測できる反面、立地的にみて洪演等の河聞こよる影響も甚太であったと想像できる

場所でもある。

ここで遺跡を概略すると、遺構は太別して3⑳魂層の近健薗及び5層の中健面から柱究状◎圭坑状な

どのものが流基検出され、各層こ近健以降の国産陶磁器類◎銑浮海　士師質土器の貿易陶磁器類◎瓦質

土器などの遺物が伴　ことから、集落遺跡と確認されたものである　第膵図。

温区の北半部には近健以降の着列が検出きれたが、中央部から南単部にかけては希薄であり、道路等

の開発により削平◎破壊された傾向が看取きれた。また望区は南域の5層面に集中して遺構が検出され

て、南～南西側に中世集落の形成を予測させるものであった。但し海部区～臓区までの建物基礎の北

～北東域までこほ遺構は全　輪出されず、また部分的に5層下位こ閏磯が発壊して汚れる士層が確認き

二ノ　ふ∴　二　メ′ノ」′　ノつ、て当二、t∴r′・ら′　′一　一．ゝ・、　上∴′∴　、　、、′、，、′　′／．、ご、二、宣亥；音、＿

係る集落の形成を物語っていると糾える。

このことから中健面の構簸以前には∴東から酋方向へ河川の流路変更もし竃は洪水禍によりて当該層

の形成（堆積）が行われた後に、仮説として中世集落が望区から建物基礎南域までの広域に展開するも

のの淘同方向からの度重なる洪水禍こより等次第に集落が分断して折りたのではないかと想像している。

但し、近畿遺構も確認されていることから、断続的にでも風間の営みを示唆するものであり、恐らく

は高津川の西側への流路移動こ伴って形成された肥沃な農耕地帯においては淘生活好地としての条件を

充分に備えてきたものと推測している。

こうして、横田地区の先太の営みを識る多くの資料を得られたことは本発揺調査の成果といえ、この

たびの所見をもってひとまずの小結に代えるとともに、更なる地域史の解明について今後の調査◎研究

に期待するものである。
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1．調査前状況（北から）

2．調査前状況（西から）

3．1・2区表土掘削状況

4．遺構検出状況（2区・3層上面）

5．13区　遺構検出状況（4層下面）

6．14区　遺構検出状況（4層上面）

7．15区　遺構検出状況（4層上面）

8．16区　遺構検出状況（4層上面）
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1．17区　遺構検出状況（3層上面）

2．18区　遺構検出状況（4層上面）

3．19区　遺構検出状況（4層上面）

4．22区　遺構検出状況（4層中面）

5．23区　遺構検出状況（4層中面）

6．25区　遺碍検出状況（4層上面）

7．26区　遺構検出状況（4層上面）

8．27区　遺構検出状況（4層中面）
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1．1区北半部の石列検出及び完掘状況（北から）

B層（淡茶灰色土）上位面

2．共伴遺物（土師器）検出状況（15区）

3．遺物出土状況（20区・411層撹乱層）

4．遺物検出状況（28区・4層下面～5層上面）

5．遺構完掘状況（2区・3層上面）

6．13区　遺構完掘状況

7．14区　遺構完掘状況

ー29－
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1．15区　遺構完掘状況

2．16区　遺構完掘状況

3．17区　遺構完掘状況

4．18区　遺構完掘状況

5．19区　遺構完掘状況

6・22区　遺構完掘状況

7．23区　遺構完掘状況

8．25区　遺構完掘状況
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1．26区　遺構完掘状況

2．27区　遺構完掘状況

3．共伴遺物（捨鉢）検出状況（16区）

4．共伴遺物（金属器・陶磁器）検出状況（27区）

5．2区遺構検出状況（5層中位面：北から）

6．遺構表出状況（2区：SK19：5層中位面）

7．13区　遺構検出（5層中面）

8．14区　遺構検出（5層上面）
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1．21区　遺構検出（5層上面）

2．22区　遺構検出（5層中面）

3．23区　遺構検出（5層中面）

4．24区　遺構検出（5層中面）

5．27区　遺構検出（5層中面）

6．共伴遺物（土師器）検出状況（13区）

7．共伴遣物（土師器）検出状況（21区）

8．共伴遺物（土師器）検出状況（28区）
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1．SK14完掘状況（2区）

2．遺構完掘状況（2区：北から）

3．遺構完掘状況（2区：P24・25）

4．1区北半部の土層堆積状況（南から）

5．1区中央部の土層堆積状況（南から）

6．1区南半部の土層堆積状況（南から）

7．土層堆積状況（2区西壁：北から）

8．2区完掘状況（北から）5層中位面
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1．1区中央部の完掘状況（南から）5層上面

2．1区南半部の完掘状況（南から）5層上面

3．北端トレンチ掘削及び土層堆積状況（2区北壁：東から）

4．13区　遺構（調査区）完掘状況

5．14区　遺構（調査区）完掘状況
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1．21区　遺構（調査区）完掘状況

2．22区　遺構（調査区）完掘状況

3．23区　遺構（調査区）完掘状況

4．24区　遺構（調査区）完掘状況

5．27区．遺構（調査区）完掘状況

6．3区　調査区完据状況

7．4区　調査区完掘状況

8．5区　調査区完抱状況
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1．6区　調査区完掘状況

2．7区　調査区完掘状況

3．8区　調査区完掘状況

4．9区　調査区完掘状況

5．．10区　調査区完掘状況

6．11区ノ、調査区完掘状況

7．12区　調査区完掘状況

8．15区　調査区完掘状況
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1．16区　調査区完掘状況

2．17区　調査区完掘状況

3．18区　調査区完掘状況

4．19区　調査区完掘状況

5．20区　調査区完掘状況

6．25区　調査区完掘状況

7．26区　調査区完掘状況

8．28区　調査区完掘状況
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1．29区　調査区完掘状況 2．．30区　調査区完掘状況

3．実測遣物1

4．実測遺物2
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